官民境界確定確認申請書記入要領
（全体）
□原則として申請人は市有財産（申請地）と隣接する土地の所有者です。

　ただし、売買契約締結済の場合（要契約書添付）は対象とする。

□市道と法定外公共物（里道・水路等）を申請される場合には、市道分の申請書を1部、法定外公共物分の申請書を1部というように、市道とそれ以外の財産を別々に提出してください。
（所在）

□所在地　市道の場合は市道名を確実に記入。

　※市道名が不明の場合、建設部土木課（市役所本庁舎３階）で確認してください。遠方等でやむを得ない場合、電話等により住宅地図等から周囲の宅地地番を照会されると、市道名をお答えします。
（添付書類）
□位置図…25,000分の1程度
□案内図…位置が特定できるもの
□実測平面図…境界確認後、境界確定確認書に添付する、座標が分かるもの。
（切図地域の場合は、不要の場合有）
□公図または不動産登記法第14条地図…写しで可
□土地調書

□土地登記簿謄本…申請する官地に隣接する土地全ての登記事項要約書または全部事項証明書
□地籍測量図…法務局備付のものがある場合
□横断図面…必要に応じて添付
□写真…申請の官地がわかるもの
□委任状…必要に応じて添付
